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Interstage Charset Manager Standard Edition Agent V10.1.0Interstage Charset Manager Standard Edition Agent V10.1.0
本商品は、Interstage Charset Manager Standard Editionと連携して外字を含む日本語資源のスムーズな
流通を実現するための基盤商品です。サーバアプリでコード変換や外字運用を実施する場合、または日本語
資源の配付用にサーバを分散して使用する場合に本商品を適用します。本商品は、以下の機能を提供してい
ます。

・日本語資源(外字、コード変換テーブル、入力用辞書)、印刷資源の配付/適用

・マルチプラットフォーム間のコード変換
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適応機種　概要適応機種　概要

サーバサーバ・・

PRIMEQUEST 4000シリーズ / PRIMEQUEST 3000/2000シリーズ / PRIMEQUEST 1000シリーズ / マルチベン
ダーサーバ・クライアント / PRIMERGY / FUJITSU Hybrid IT Service FJcloud-O IaaS / FUJITSU Hybrid 
IT Service for Microsoft Azure 仮想マシン / パブリッククラウド

クライアントクライアント・・

FMV / マルチベンダーサーバ・クライアント
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適応適応OSOS　概要　概要

サーバサーバ・・

Red Hat Enterprise Linux 9 (for Intel64) / Red Hat Enterprise Linux 8 (for Intel64) / Red Hat 
Enterprise Linux 7 (for Intel64)

クライアントクライアント・・

Windows 11(64-bit) / Windows 10(64-bit)
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機能説明機能説明

1. 1. 日本語資源日本語資源((外字、コード変換テーブル、入力用辞書外字、コード変換テーブル、入力用辞書) ) の適用機能の適用機能
Interstage Charset Managerで管理する日本語資源を、部門サーバ上に適用する機能を提供します。

移行または新規に作成した外字および入力辞書を、運用形態に合わせアプリケーションサーバ、クライアン
トに配付/適用することができます。配付手段は、本商品の配付機能、ファイル転送による配付が可能です。

2. 2. 印刷資源の適用機能印刷資源の適用機能
アプリケーションへの動的な印刷資源の供給

Interstage List Creator の外字サポートを支援するために、PDF 変換時に外字データを動的に利用するた
めの連携機構を提供します。

3. 3. クライアントでの文字入力支援機能クライアントでの文字入力支援機能
Charset-入力アシストを利用することで、文字入力の際に外字を簡易に入力したり、入力文字を業務での運
用文字コード範囲内に抑止したりすることができます。Charset-入力アシストには、最新のIMEフレーム
ワーク(TSF: Text Service Framework)を採用したCharset-入力アシスト V10と、旧フレームワーク(IMM: 
Input Method Manager)を採用したCharset-入力アシスト V9があります。

本機能を使用するためにはクライアントライセンス(入力機能付き)が必要になります。

(1) 外字の単漢字検索(Charset-入力アシスト V9/V10)

「手書き部品」「よみ」「部首」「画数」により外字を検索して入力することができます。従来のようにコー
ドブックを参照しながらコード値で入力する必要がありません。

(2) 外字を含む語句のかな漢字変換候補表示/入力(Charset-入力アシスト V9/V10)

各端末ごとに別途単語登録をする必要なく、かな漢字変換の入力候補として外字を含む語句も表示され、入
力することができます。

(3) 入力文字コード範囲の抑止機能(Charset-入力アシスト V9/V10)

入力可能な文字を業務システムでの運用文字コードの範囲内に制限することが可能です。

(4) JEF 文字入力機能(Charset-入力アシスト V9/V10)

JEF 固有文字の入力ができます。JEF コード値での入力も可能です。

(5) 優先候補の切替機能(Charset-入力アシスト V9/V10)

かな漢字変換において、人名を優先して変換するモード、地名を優先して変換するモードに切り替えて使用
することが可能です。

(6) 業務アプリ連携部品(Charset-入力アシスト V9)

本商品が提供するインターフェイスを利用することにより、業務アプリ上の入力フィールドにおける文字入
力機能を制御することができます。

例えば、各入力フィールド毎に、変換用辞書セットを切り換えたり、フォーカスが移動した際に自動的に日
本語入力を有効にする、といったことが可能になります。

(7) JIS2004文字運用(Charset-入力アシスト V9/V10)

JIS3/4水準の一部の文字(Unicodeの1面以降に割り当てられた文字)が入力できます。

4. 4. 標準コード変換機能標準コード変換機能
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クライアントまたは各種アプリケーションサーバで必要なコード変換機能を提供しています。本コード変換
では、シフトJIS, Unicode(UCS2,UTF-8,UTF-16,UTF-32), EUC, JIS, JEFおよび他社ベンダコードとして、D
BCS-Host(IBM), JIPS(NEC), KEIS(日立)のコード変換が可能です。

1バイト系の対応定義、重複する対応定義など、これまで関数呼出しでのみ提供していた変換規則の変更を
外部からも変更できるように、変換拡張定義機能を追加しました。

5. 5. 拡張データ変換機能拡張データ変換機能
1レコード中の数値と文字の混在したデータをレコード単位でデータ変換します。本変換機能には、数値
データ変換と文字コード変換の2つの機能を持ちます。本コード変換では、シフトJIS, 
Unicode(UCS2,UTF-8), EUC, JEFおよび他社ベンダコードとして、DBCS-Host(IBM), JIPS(NEC), KEIS(日立)
のコード変換が可能です。

6. 6. 自由度の高い文字コード変換自由度の高い文字コード変換((コンバーターコンバーター))機能機能
コード変換テーブルを流通のしやすい形式(CSV形式)で提供したり、同一文字コード間での変換にも対応す
るなど、より柔軟なコード変換機能（Charset Converter）を提供します。
業務システム間のコード変換を支える業務システム間のコード変換を支えるCharset ConverterCharset Converter

7. 7. 入力文字コードの判定入力文字コードの判定((バリデーションバリデーション))機能機能
本商品を導入した業務システムにおいて有効/無効とする文字コードを定義し、それによって入力される文
字が有効か無効かを判定する機能（Charset Validator）です。

バリデーションポリシー作成機能で定義した内容を使って、バリデーションライブラリが入力された文字を
判定します。バリデーションライブラリを業務システムに組み込むことによって、業務システムが想定しな
い文字コードを抑止するなど、適切な処理を行うことができます。
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バリデーション機能が解決する問題バリデーション機能が解決する問題
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システムシステム//機能構成図機能構成図
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新規機能新規機能

V10.0.1からV10.1.0の機能強化項目は、以下のとおりです。

1. Charset-1. Charset-入力アシスト入力アシスト V10 V10の提供の提供
テキストサービス(TSF: Text Services Framework)に対応したCharset-入力アシスト V10を提供します。
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標準添付品標準添付品

オンラインマニュアルオンラインマニュアル・・

Interstage Charset Manager V10 概説書・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 インストールガイド・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 日本語資源管理編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 日本語資源適用編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 印刷資源運用編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 標準コード変換機能編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 拡張データ変換機能編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 入力機能編・・

Interstage Charset Manager V10 使用手引書 入力機能 IMM編・・

Interstage Charset Manager V10 システム構築ガイド バリデーション編・・

Interstage Charset Manager V10 システム構築ガイド コンバーター編・・

Interstage Charset Manager V10 トラブルシューティング・・
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商品体系商品体系

【メディア】

・Interstage Charset Manager Standard Edition Agent メディアパック (64bit) V10.1.0

【サブスクリプションライセンス／サポート】

 [サブスクリプションライセンス／サポート(月額払い)]

 ・Interstage Charset Manager Standard Edition Agent プロセッサライセンス for Linux (SL&S)

 ・Interstage Charset Manager 1クライアントライセンス for Linux (SL&S)

 ・Interstage Charset Manager 20クライアントライセンス for Linux (SL&S)

 ・Interstage Charset Manager 1クライアントライセンス(入力機能付き) for Linux (SL&S)

 ・Interstage Charset Manager 20クライアントライセンス(入力機能付き) for Linux (SL&S)

 [サブスクリプションライセンス／サポート(まとめ払い)]

 ・Interstage Charset Manager Standard Edition Agent プロセッサライセンス for Linux (SL&S) 7年

 ・Interstage Charset Manager 1クライアントライセンス for Linux (SL&S) 7年

 ・Interstage Charset Manager 20クライアントライセンス for Linux (SL&S) 7年

 ・Interstage Charset Manager 1クライアントライセンス(入力機能付き) for Linux (SL&S) 7年

 ・Interstage Charset Manager 20クライアントライセンス(入力機能付き) for Linux (SL&S) 7年
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購入方法購入方法

1. 1. メディアパックについてメディアパックについて
メディアパックは、媒体（CD/DVD等）のみの提供です。使用権は許諾されておりませんので、別途、ライセ
ンスを購入する必要があります。初回購入時には、最低1本のメディアパックとサブスクリプションライセ
ンス／サポートを同時にご購入ください。

本メディアパックの購入でバージョンアップ／レベルアップすることはできません。

バージョンアップ／レベルアップする場合は本メディアパックを購入せず、アップグレード権を行使してメ
ディアを入手してください。

2. 2. プロセッサライセンスについてプロセッサライセンスについて
プロセッサライセンスは、本商品をインストールするサーバに搭載されているプロセッサ数に応じて以下の
通りに必要となるライセンスです。

・シングルコアプロセッサの場合は、1プロセッサあたり1本の購入が必要です。

・マルチコアプロセッサの場合は、コアの総数に特定の係数を乗じた数（小数点以下端数切上げ）分のライ
センスの購入が必要です。

マルチコアプロセッサにおける係数については、「関連URL」に記載の「ソフトウェア：富士通（インフォ
メーション&ダウンロード）」内、「ライセンスについて、くわしく知る」を参照ください。

3. 3. クライアントライセンスについてクライアントライセンスについて
外字を登録する機能、外字を「よみ」や「手書き部品」から検索する機能を利用したいクライアント数分の

ライセンスを購入してください。

本商品のクライアントライセンスには2種類あります。運用に応じてクライアントライセンスまたは、クラ

イアントライセンス(入力機能付)を購入してください。

・クライアントで外字を表示・印刷する場合、または外字を含む単語辞書を作成してかな漢字変換ソフトの

ユーザ辞書へ取り込んで運用する場合は、クライアントライセンスを購入してください。

・クライアントで「よみ」や「手書き部品」、「部首」「画数」などの属性情報を利用して外字を入力する

場合、または入力可能な文字を業務の運用文字コード範囲内に抑止する運用を行う場合は、クライアントラ

イセンス(入力機能付き)を購入してください。

4. V7.04. V7.0以降からのバージョンアップ以降からのバージョンアップ//レベルアップについてレベルアップについて
V7.0以降の本商品をお持ちの場合は、有償サポート・サービス「SupportDesk」のサービスの一環として、
最新バージョン/レベルを提供いたします。また、32ビット商品と64ビット商品間での切り替えも可能です

。（お客様からのご要求が必要です。）

「SupportDesk」を導入されていない場合は、新バージョン/レベル商品を改めてご購入頂く必要があります
（価格の優遇はございません）のでご注意ください。

なお、「SupportDesk」の詳細については、弊社営業/SEにお問合せください。

5. V6.05. V6.0以前からのバージョンアップについて以前からのバージョンアップについて
V6以前の本商品をお持ちの場合は、弊社営業/SE にお問い合わせください。

6. 6. 購入時の特約事項購入時の特約事項
サブスクリプションライセンス／サポートの契約におけるライセンス使用条件の特約事項について記載しま
す。

【V10.1.0】

[サーバライセンスに適用されるライセンス使用条件]

(1) 運用待機構成時
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お客様が対象プログラムをインストールするコンピュータが、常時対象プログラムが稼働するコンピュータ
（以下「運用系コンピュータ」といいます）と、運用系コンピュータが障害などの理由により使用できない
場合にのみ対象プログラムが稼働するコンピュータ（以下「待機系コンピュータ」といいます）により構成
されたシステムの場合は、1つのシステムを1台のコンピュータとみなします。その場合、お客様は、サブス
クリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書記載の第3項「サービスの内容」第（1）号により
運用系コンピュータに対象プログラムをインストールして使用することに加え、待機系コンピュータに対し
て、サブスクリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書に定めるライセンス数分、対象プログ
ラムをインストールして使用することができます。

[クライアントライセンスに適用されるライセンス使用条件]

(1) 運用待機構成時

お客様が対象プログラムをインストールするコンピュータが、常時対象プログラムが稼働するコンピュータ
（以下「運用系コンピュータ」といいます）と、運用系コンピュータが障害などの理由により使用できない
場合にのみ対象プログラムが稼働するコンピュータ（以下「待機系コンピュータ」といいます）により構成
されたシステムの場合は、1つのシステムを1台のコンピュータとみなします。その場合、お客様は、サブス
クリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書記載の第3項「サービスの内容」第（1）号により
運用系コンピュータに対象プログラムをインストールして使用することに加え、待機系コンピュータに対し
て、サブスクリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書に定めるライセンス数分、対象プログ
ラムをインストールして使用することができます。

(2) オープンソースソフトウェア等のライセンス条件

本サービスのうち、富士通が別途定めるオープンソースソフトウェア等（以下「OSS」という）については、
サブスクリプションライセンス／サポートのサービス仕様書に加えて、ソフトウェア説明書に記載されるラ
イセンス条件が適用されます。ソフトウェア説明書に記載されるライセンス条件にサブスクリプションライ
センス／サポートのサービス仕様書と異なる定めがある場合は、ソフトウェア説明書に記載されるライセン
ス条件の定めが優先して適用されるものとします。

【V10.0.1、V10.0.0】

[サーバライセンスに適用されるライセンス使用条件]

(1) 運用待機構成時

お客様が対象プログラムをインストールするコンピュータが、常時対象プログラムが稼働するコンピュータ
（以下「運用系コンピュータ」といいます）と、運用系コンピュータが障害などの理由により使用できない
場合にのみ対象プログラムが稼働するコンピュータ（以下「待機系コンピュータ」といいます）により構成
されたシステムの場合は、1つのシステムを1台のコンピュータとみなします。その場合、お客様は、サブス
クリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書記載の第3項「サービスの内容」第（1）号により
運用系コンピュータに対象プログラムをインストールして使用することに加え、待機系コンピュータに対し
て、サブスクリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書に定めるライセンス数分、対象プログ
ラムをインストールして使用することができます。

[クライアントライセンスに適用されるライセンス使用条件]

(1) 運用待機構成時

お客様が対象プログラムをインストールするコンピュータが、常時対象プログラムが稼働するコンピュータ
（以下「運用系コンピュータ」といいます）と、運用系コンピュータが障害などの理由により使用できない
場合にのみ対象プログラムが稼働するコンピュータ（以下「待機系コンピュータ」といいます）により構成
されたシステムの場合は、1つのシステムを1台のコンピュータとみなします。その場合、お客様は、サブス
クリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書記載の第3項「サービスの内容」第（1）号により
運用系コンピュータに対象プログラムをインストールして使用することに加え、待機系コンピュータに対し
て、サブスクリプションライセンス／サポート製品のサービス仕様書に定めるライセンス数分、対象プログ
ラムをインストールして使用することができます。
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関連ソフト関連ソフト

1. 1. 本商品を利用するにあたり必須となる商品本商品を利用するにあたり必須となる商品
・Interstage Charset Manager Standard Edition (64bit) V10

2. Interstage List Creator2. Interstage List Creatorと連携して外字を部門サーバに配付・適用する場合と連携して外字を部門サーバに配付・適用する場合
-RHEL8(Intel64)の場合

Interstage List Creator V10.6.0（パッケージ名：FJSVedoc）

-RHEL7(Intel64)の場合

Interstage List Creator V10.4.0 / V10.5.0 / V10.6.0（パッケージ名：FJSVedoc）

3. Unicode-JEF3. Unicode-JEFフォントの外字の移入を行う場合フォントの外字の移入を行う場合
JEF拡張漢字フォント V1.0L11（パッケージ名：FJSVunijef-mfonts）

JEFゴシックフォント V1.0L11 （パッケージ名：FJSVunijef-gfonts）

4. 4. バリデーションライブラリバリデーションライブラリ/Converter/ConverterライブラリのライブラリのJavaJavaインターフェイスを使用する場合インターフェイスを使用する場合
以下のいずれかのJava(64bit版)が必要です。

・富士通製Java 8

・Oracle製Java 8、またはJava 11

5. 5. システムフォントの外字の移入を行う場合システムフォントの外字の移入を行う場合
・フォントユーティリティ

・X Windowsシステム用の解像度75dpiフォントセット

ただし、システムフォントはRHEL7(Intel64)、RHEL8(Intel64)でのみ利用可能です。
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動作保証周辺機器動作保証周辺機器

なし
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留意事項留意事項

1. Intel641. Intel64環境での動作について環境での動作について
本商品は、以下のディストリビューションの環境で64ビットアプリケーションとして動作します。

- Red Hat Enterprise Linux 9 (for Intel64)

- Red Hat Enterprise Linux 8 (for Intel64)

- Red Hat Enterprise Linux 7 (for Intel64)

2. Windows 2. Windows デスクトップデスクトップOS (64-bit)OS (64-bit)上での動作上での動作
本商品のクライアントは、以下のOS上で、64ビットアプリケーションとして動作します。

- Windows 10(64bit)

- Windows 11(64bit)

3. 3. クライアントライセンスクライアントライセンス((入力機能付き入力機能付き))の適用についての適用について
クライアントライセンス(入力機能付き)の入力機能を利用する際には、クライアントPCで使用する日本語入
力方式(IME)を本商品で提供する入力機能(Charset-入力アシスト)に切り換えて使用する必要があります。

入力機能（Charset-入力アシスト）でサポートするキーボードは「日本語キーボード」のみです。

4. 4. 前版との差異前版との差異
V10.1.0より、以下のOSでの動作はサポート対象外となります。

- Windows 8.1(64-bit)
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関連関連URLURL

お客様向けお客様向けURLURL

ソフトウェア：富士通（ソフトウェア：富士通（Interstage Charset ManagerInterstage Charset Manager））・・

本商品の詳細は、以下のホームページを参照してください。
https://www.fujitsu.com/jp/software/interstage/charsetmgr/

ソフトウェア：富士通（ソフトウェアの一覧表（システム構成図）と各種対応状況）ソフトウェア：富士通（ソフトウェアの一覧表（システム構成図）と各種対応状況）・・

価格/型名の一覧（システム構成図）を提供しております。
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/resources/condition/configuration/

ソフトウェア：富士通（インフォメーションソフトウェア：富士通（インフォメーション&&ダウンロード）ダウンロード）・・

「ライセンスについて、くわしく知る」の項で富士通製ミドルウェア製品のライセンスに関する解説、サポ

ートポリシーなどの情報を提供しております。
https://www.fujitsu.com/jp/products/software/information-download/
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